
令和５年１２月１４日

本地連区防災訓練
（本地連区３地区での防災訓練・瀬戸市民総ぐるみ防災訓練）

本地連区自治会



本地連区を３地区に分けての防災訓練
本地連区では、毎年町内会長・組長が変わり、

現状の年１回の防災訓練だけでは、いざ災害が
発生した場合に心配な面もあり、本地独自の防
災訓練をとの考えで、平成２９年度から１１月の
瀬戸市民総ぐるみ防災訓練の前に、数多く訓練
を経験させたいとの思いで、本地連区を３地区
に分け小規模の防災訓練を実施しています。 本地会館

① 南部集会所

原山集会所

① 南部集会所（７町内：720世帯）
(山の田町、坊金町北・南、坂上町西・東、井戸金町、小坂町)

② 本地会館（４町内：209世帯）
(東本地町1～3丁目、駒前町、西本地町1・2丁目)

③ 原山集会所（4町内：568世帯）
(西原町1・2丁目、高根町1～3丁目)



防災リーダー研修会
過去は防災リーダーとしての研修会でしたが、

３地区での防災訓練を実施することになり、防災リー
ダーに地区の責任者として自立及び指導者となってもら
うために、現状は開催しています。

・開催日：令和５年７月１３日（木）19:00～21:00

・場 所 ：瀬戸市消防署 南分署

・参加者：１５人

・講師：幡山消防分団

初期消火訓練

② 簡易タンカによる緊急救出・応急処置訓練

緊急救出・応急処置訓練

ＡＥＤ操作訓練

③ ＡＥＤを使用しての操作訓練

① 水消火器を使用した初期消火訓練

研修内容：



本地連区自治会防災関連配布物

３．本地連区震災時避難計画

・「地震があったら、報告伝達事項、緊急避難

所、平常心の心得」を掲載

１．防災マップ

・各町内毎に作成して「組集合場所、一時集合場所、

危険個所、消火器設置場所、井戸等」を記載

２．本地の防災ファイル

・防災手順書及び非常時持出品チェックリスト

以上、４点を全戸配布してあります。

４．災害時安否確認タオル

・「無事です」タオル



本地連区３地区での防災訓練

南部集会所 初期消火訓練

原山集会所 緊急救出訓練

本地会館 ＡＥＤ操作訓練

訓練内容：

・第一部：シェイクアウト、家の中の家族の安否確認、地震後の建物・設備

確認、組集合場所・一時集合場所への集合・安否確認訓練

・第二部：初期消火訓練、緊急救出・応急処置訓練、ＡＥＤ操作訓練

② 本地会館（避難場所を想定）

・令和5年9月7日(日) 8:00～10:30

・参加者：40人（町内会長、組長、防災リーダー、防火防災委員）

③ 原山集会所（避難場所を想定）

・令和5年10月1日(日) 8:00～10:30

・参加者：47人（町内会長、組長、防災リーダー、防火防災委員）

① 南部集会所（避難場所を想定）

・令和5年8月27日(日) 8:00～10:30

・参加者：70人（町内会長、組長、防災リーダー、防火防災委員）



安否確認タオルを掲げた家の事例



本地連区３地区での防災訓練結果
開催場所 ① 全世帯数

② 安否札を
掲出した世帯

③ 安否札
未掲出世帯

(①-②)

④ 未掲出世帯のう
ち、声掛け安否

確認ができた世帯

⑤ 安否確認
完了世帯
(②－④)

安否割合
(⑤/①)

南部集会所 671 401 270 143 544 81.1%

本地会館 205 144 61 31 175 85.4%

原山集会所 479 341 138 77 418 87.3%

合計 1,355 886 469 251 1,137 83.9%

※今年度から瀬戸市の方針で、安否札未掲出世帯について声掛け安否確認を実施した結果、

②安否札掲出世帯：6０％程度に対して、⑤安否確認完了世帯：80%以上となり、声掛け確認

の重要性が大事であることを認識しました。



令和５年度「瀬戸市民総ぐるみ防災訓練」

・シェイクアウト、家の中の家族の安否確認、地震後の建物・設備確認、

・組集合場所・一時集合場所への集合 ⇒ 災害情報伝達票へ記入して報告

・避難所までの避難ルートの決定・要介護者の支援

・幡山西小学校の体育館で、避難所開設では運営用配置図を作成し、避難所開設訓練を実施

・防災倉庫の場所等を確認、保管してある「間仕切り・パーソナルテント(トイレ用)・ダンボールベッド」

の作成、発電機の試運転を実施

・アルファ米の炊き出し訓練を実施し、参加者に配布

＜第二部＞

・町内会長、組長、防災リーダー、防火防災委員が幡山西小学校に集合

・災害情報を集計し、その結果を対策本部に報告

開催日 令和５年１１月１９日（日） 8:00～11:00



瀬戸市民総ぐるみ防災訓練

本地連区自治会結果報告
開催場所 ① 全世帯数

② 安否札を掲出
した世帯数

③ 安否札
未掲出世帯

(①－②)

④ 未掲出世帯のう
ち、声掛け安否

確認ができた世帯

⑤ 安否確認
(③－④)

安否割合
（⑤/①)

せと市民総ぐるみ
防災訓練

1,351 839 512 271 1,110 82.2%

本地３地区
防災訓練

1,355 886 469 251 1,137 83.9%

増減 ▲4 ▲47 43 20 ▲27 ▲1.7%

・③安否札確認世帯が、３地区での実施結果より減少した。
▲４７世帯 安否札掲出率(②／①) ６２．１％（ ▲３．３％ 「３地区：６５．４％」）
※ ３地区防災訓練では、合図の代わりに青パトを使用して町内を巡回した。

・声掛け確認を実施した結果、最終所在不明世帯(③-④)が３地区での実施結果より増加した。
＋２３世帯 不明世帯率：１７．８％（＋１．７％「 ３地区： １６．１％」）

防災訓練は必要であり、継続することが大事である



瀬戸市民総ぐるみ防災訓練を終えて
《良かった事》

・本地地区は、消防分団のサイレンが聞こえないため、他に合図の方法はないのか? 

・事前に３地区に分けての防災訓練を実施しているため、声掛け確認・集計が スムー

ズに進んだ。

・安否札未掲出世帯に対して、声掛け安否確認をした結果、安否確認率が２０％程度上

昇したので、声掛け確認重要であることを認識した。

・炊き出し訓練・発電機の運転・防災倉庫内の「間仕切り・パーソナルテント (トイレ用)・

ダンボールベッド」の作成、発電機の試運転ができ、参加者から初めて見たとの声もあ

り、実施して良かった。

《今後の課題》

・避難所開設訓練は、幡山消防分団・防災リーダーの経験がなく、避難所の図面・記入

帳票を使用しての説明で終わったため、避難所開設について指導者となる講習会が必

要だと思った。



終わり


